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はじめに

本ドキュメン ト
について

このガイ ドでは、 Borland SilkCentral® Issue Manager のデータベース  スキーマの
概要について説明します。

この章のセクシ ョ ン構成は以下のとおりです。

概要
本ガイ ドでは、 SilkCentral Issue Manager のデータベース  スキーマについて説明
します。 レポートの作成や API を通じた SilkCentral Issue Manager へのアクセスの
際にユーザーの役に立つよ う作成されたものです。

セクシ ョ ン ページ
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1

Chapter 1 データベース スキーマ モデル

はじめに このガイ ドでは、 SilkCentral Issue Manager のデータベース  スキーマの概要につ
いて説明します。

この章の内容 この章のセクシ ョ ン構成は以下のとおりです。

概要
本ガイ ドでは、 SilkCentral Issue Manager のデータベース  スキーマについて説明
します。 レポートの作成や API を通じた SilkCentral Issue Manager へのアクセスに
役立ちます。    

セクシ ョ ン ページ

概要 3

問題 4

アーカイブされた問題 5

ユーザーとグループのデータ 6

GUI 設定 7

受信箱 9

ワークフロー ルーティング 10
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1  データベース スキーマ モデル
問題
問題

IM_Defect ： 各問題の基本テーブルです。 こ こには以下のデータが含まれていま
す。

- 問題の主なフ ィールド

- カスタム タブのフ ィールド （列 ： Custom1 ～ Custom20）
- 現在のステータス と各問題の割り当て先の受信箱。 問題の処理が終了し

た場合 （任意の最終状態） や問題が受信箱に割り当てられていない場合
には、 受信箱列 （InboxAssigned） は NULL になり ます。
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アーカイブされた問題
- 作成日時と変更日時 （さまざまなクエリ  タイプに備えて複数の形式で
格納）。 DbDateCreated はエン ト リが DB サーバーで作成された日時で
す。 このフ ィールドは内部用で、 DateCreated よ り も頻繁に更新される
可能性があ り ます。

IM_DefectVersion ： IM_Defect テーブルの各バージ ョ ン （コピー） を保持します。 
このテーブルではバージ ョ ン管理 （内部データ  ウェアハウス用に必要） が可能
です。

IM_DefectHistory ： 問題に対して実行されるすべてのアクシ ョ ンの履歴が格納さ
れています。 各行はある  1 つの問題のある  1 回の変更を表し、 " 変更前 " のス
テータス （StatusIN）、 " 変更後 " のステータス （StatusOUT）、 アクシ ョ ン、 問題
が最初に割り当てられた受信箱 （AssignedIN）、 問題が割り当て直された受信箱
（AssignedOUT）、 処置、 アクシ ョ ンの注釈、 リ リース情報、 リ ンク されている欠
陥 ID、 定義可能なカスタム フ ィールドの値、 作成日時 （アクシ ョ ンの実行時）
などの情報から成り ます。

IM_DefectDescript ： 問題の説明が格納されています。 説明文は、 2,000 文字から成
るシーケンスに分割されます。

IM_DefectDescriptVersion ： IM_DefectDescript テーブルの各バージ ョ ン （コピー）
を保持します。 このテーブルではバージ ョ ン管理 （内部データ  ウェアハウス用に
必要） が可能です。

IM_DefectCase ： [ 顧客 ] タブに入力されたケース  データが格納されています。

IM_DefectNotify ： 通知ト リガが格納されています。

n IssueID_fk <> NULL の場合は、 ト リ ガが特定の問題に割り当てられているこ
とを意味します。

n IssueID_fk  = NULL の場合は、 ト リガがプロジェク ト内のすべての問題に有
効であるこ と （システム全体のト リガ） を意味します。

IM_DefectFile ： 添付ファイルのデータが格納されています。 Issue Manager ファ イ
ルを入力した場合、 Fullpath 列は空になり、 ファ イルは IM_DefectFileChunks テー
ブルに格納されます。 Issue Manager 3.3 データベースをインポート した場合は、
インポート時に添付ファイルにアクセスできなければ、 Fullpath 列の値は以前の
ままです。

IM_DefectFileChunks ： 添付ファイルの内容

IM_DefectTest ： [ テス ト ケース ] タブで添付されたテス ト ケースに関するデータ
が格納されています。

アーカイブされた問題
アーカイブされた問題のテーブルは、 前のセクシ ョ ン 「問題」 で説明したテーブ
ルのコピーです。 問題がアーカイブされる と、 IM_Defect... テーブルから  
IM_Archive... テーブルにデータがコピーされます。
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ユーザーとグループのデータ
ユーザーとグループのデータ

SCC_UserGroups ： 利用可能なユーザー グループが含まれます。

SCC_Users ： SilkCentral を使用するためにセッ ト アップされた個別ユーザーに関
するデータが含まれます。

IM_Account ： 特定の Issue Manager プロジェク トに割り当てられているユーザー
の Issue Manager 固有データが格納されています。 SettingWorkGroupID_fk は、
IM_WorkGroup に格納されているグループの ID です。 ユーザーに値が指定され
ていない場合には、 このテーブルから初期状態のデフォルト値が取り出されま
す。

IM_AccountSetting ： ユーザーや設定 （[ 常に自分の問題を検証する ] や [ システム
全体のト リガを各問題の [ 通知 ] タブに表示する ] など） の最新入力値に関する
データが格納されています。

IM_WorkGroup ： 特定の Issue Manager プロジェク トに割り当てられているグルー
プのデフォルトの初期状態が格納されています。

メモ ：  DbDateCreated と  DbDateLastMod フ ィールドにはエン ト リが DB 
サーバーで作成や変更された日時が含まれます。 これらのフ ィールドは
内部用で、 DateCreated や DateLastMod よ り も頻繁に更新される可能性
があ り ます。
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GUI 設定
GUI 設定
Issue Manager には、 プロジェク ト ごとに GUI （ラベル、 カスタム フ ィールド、
アクセス許可） を設定するオプシ ョ ンがいくつか用意されています。 これらの設
定は以下のテーブルに格納されます。

IM_CustomGui

ProjectID_fk この設定が適用されるプロジェク ト。

GUIObjectID GUI に含まれているオブジェク トの 
ID。 200 ～ 219 はカスタム タブ内の
フ ィールドです。

GUICaption フ ィールドのラベル。

GUIType 1 = チェッ ク  ボッ クス
2 = テキス ト  フ ィールド
3 = ド ロ ップダウン
4 = タブ ラベル

ValueListID_fk オブジェク トのタイプが " ド ロ ップダ
ウン " の場合、 この ID は値に使用され
る リ ス ト を指定します。 

InsertRole 問題を入力する と きのフ ィールドの
モード。

2 = 省略可能
3 = 読み取り専用
4 = 必須 

UpdateRole 問題を編集する と きのフ ィールドの
モード。

2 = 省略可能
3 = 読み取り専用
4 = 必須

CaseMapping テキス ト  フ ィールド値の格納方法を指
定します。

0 = 入力どおり
1 = 大文字に変換
2 = 小文字に変換

UserCreated このエン ト リ を作成したユーザー。

DateCreated エン ト リが作成された日時。

UserLastMod エン ト リ を最後に変更したユーザー。

DateLastMod エン ト リが最後に変更された日時。
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GUI 設定
このテーブルには、 特定のグループだけが特定のフ ィールドにアクセスできる場
合に適用される設定が格納されています。 このテーブルに GUI オブジェク トのエ
ン ト リがない場合は、 アクセスが特定のグループに制限されるこ とはあ り ませ
ん。

DbDateCreated エン ト リが DB サーバーで作成された
日時。 このフ ィールドは内部用で、
DateCreated よ り も頻繁に更新される可
能性があ り ます。

DbDateLastMod エン ト リが DB サーバーで変更された
日時。 このフ ィールドは内部用で、
DateLastMod よ り も頻繁に更新される
可能性があ り ます。

IM_CustomGuiPermission

ProjectID_fk このアクセス許可設定が適用されるプ
ロジェク ト 。

GUIObjectID_fk GUI に含まれているオブジェク トの 
ID。

PermissionType 許可タイプ。
1 = 挿入
2 = 更新

WorkGroupID_fk このアクセス許可が付与されるグルー
プの ID。

IM_CustomGui
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受信箱
受信箱
IM_Inbox ： Issue Manager プロジェク トに存在する受信箱が格納されています。 各
受信箱は特定のグループに割り当てられます。

IM_CustomInbox

このテーブルには、 プロジェク トのユーザーの受信箱ビュー （表示される列、
ソート、 列見出し） に関する設定が格納されています。

ProjectID_fk このビューが割り当てられるプロジェ
ク ト 。

UserID_fk NULL ： プロジェク トに受信箱のデ
フォルト  ビューが適用されるこ とを指
定します。

特定のユーザー ID ： ユーザーがカスタ
ム ビューの設定を行った場合

ColOrder 列の位置。

ColSorting 列のソート順序。 選択肢は以下のとお
り。

0 = なし
1 = 昇順
2 = 降順

ColLabel 表示される列見出し。

ColName データベースにおける列の名前。

UserCreated

DateCreated

UserLastMod

DateLastMod
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ワークフロー ルーティング
ワークフロー ルーティング
IM_Product ： 特定のプロジェク トにおけるある製品のデフォルト  ルーティング
情報が格納されています。 このルーティングは、 IM_RoutingLogic テーブルのエ
ン ト リ を使って詳細化するこ とができます。

問題の状態が変化する と、 この情報を使用して、 問題をどの受信箱に送るかが決
定されます。 新しいワークフロー状態の所有者に応じて、 QAInbox、 DEVInbox、
ENHInbox、 DOCInbox のいずれかの列に指定されている適切な受信箱に問題が
送られます。

IM_WorkflowState ： 問題の取り得る状態。 各状態には所有者があ り、 それを使っ
て、 IM_RoutingLogic テーブルや IM_Product テーブルの受信箱のうちどれを使用
するかが決定されます。

IM_RoutingLogic

ProjectID_fk このルーティングが指定されるプロ
ジェク ト 。

ProductID_fk このルーティングが指定される製品。

SortOrder エン ト リの処理順序を指定します。 最
初に一致したエン ト リが、 現在の問題
のルーティングに採用されます。

DefectTypeGroup SOFT = BUG および ENHANCEMENT
DOC = DOC-ISSUE

ReleaseMatch これらの列の少なく と も  1 つを指定す
る必要があ り ます。

3 つの MatchID_fk 列は外部キーを指定
します。 それ以外の列には、
"Windows%" などのクエ リ文字列を指
定するこ とができます。

PlatformMatch

ComponentMatch

ReleaseMatchID_fk

PlatformMatchID_fk

ComponentMatchID_fk

QAInbox 新しいワークフロー状態の所有者に応
じて、 これらの列に指定されている受
信箱に問題が送られます。

DEVInbox

ENHInbox

DOCInbox

UserCreated

DateCreated

UserLastMod

DateLastMod
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ワークフロー ルーティング
IM_WorkflowAction ： 特定の状態にある問題に対してユーザーが実行できるすべ
てのアクシ ョ ンが格納されています。 これらのエン ト リは、 アクシ ョ ン実行後の
問題の状態、 [ アクシ ョ ン ] ダイアログに表示されるフ ィールド、 [ 履歴 ] エン ト
リに追加されるアクシ ョ ン コード、 アクシ ョ ン ボタン ラベル、 およびツール 
チップを指定します。

IM_WorkflowActionPermission ： 特定のアクシ ョ ンを実行できるグループを指定し
ます。
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ワークフロー ルーティング
12 SilkCentral Issue Manager データベース モデル


	目次
	はじめに
	概要

	データベース スキーマ モデル
	概要
	問題
	アーカイブされた問題
	ユーザーとグループのデータ
	GUI 設定
	受信箱
	ワークフロー ルーティング


